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を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
「
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
」
担
い
手
確

保
・
育
成
事
業

　

県
で
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
高
品
質

な
果
物
の
生
産
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。「
三
徳
園
」
で
は
、
こ
の

よ
う
な
農
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
様
々
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

て
い
ま
す
。

　

岡
山
藩
主

池
田
綱
政
公

の
命
に
よ
り

築
庭
さ
れ
た

当
時
の
よ
う

な
、
春
に
は

桜
、
秋
に
は

楓
の
二
色
を

楽
し
め
る
庭

に
復
元
す
る

た
め
の
整
備

た
め
の
事
業
や
地

域
を
元
気
に
す
る

事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

～ふるさと納税特集～
2008年の制度開始から14年。今回の特集は、
読んだら気になる！ 注目の返礼品です。
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﹇
県
庁
税
務
課
﹈

　
「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
、
自
分
の
意
思

で
、
い
く
ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制
度
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
そ
ん
な
問
題
提
起

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す
。

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
附
額
の
う

ち
2
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が

控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
（
一
定
の
上
限
は
あ

り
ま
す
）。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
に
確
定
申
告
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
の
不
要

な
給
与
所
得
者
等
は
、
寄
附
の
自
治
体
数
が

5
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
各
自
治

体
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
が
不
要

　

お
住
ま
い
の
自
治
体
以
外
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
場
合
、
ご
希
望
の
返
礼
品
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
礼
品
の
調
達
費
は
、

寄
附
額
の
３
割
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
次
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

お
か
や
ま
元
気
コ
ー
ス
（
返
礼
品
な
し
）

２　

お
か
や
ま
魅
力
コ
ー
ス
（
県
外
の
方
の
申
込

の
み
返
礼
品
あ
り
）

３　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
助
け

合
い
寄
附
金
（
返
礼
品
な
し
）

﹇
県
庁
地
方
創
生
推
進
室
﹈

　

岡
山
県
外
に
本
社
が
あ
る
企
業
が
、
岡
山
県

の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
10
万
円

以
上
の
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
最
大
約
9
割
の

税
負
担
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

T
E
L
：
0
8
6
-2
2
6
-7
0
8
6

【
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
】

社
会
貢
献
に
よ
る
企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
）

に
な
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
」
で
も
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇◇◇ 令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いについて ◇◇◇
令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いを下記の日程で実施する予定でございます。

記
日　時：令和４年９月２日（金）　18:00～ 20:00
場　所：ザ・キャピトルホテル東急
※政府・都等から行動制限が出されるなど、今後の新型コロナの状況により延期等となる場合があります。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

地
方
創
生
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

ふ
る
さ
と
納
税

（
個
人
が
寄
付
を
し
た
場
合
）

ふるさと納税
（岡山県）

企業版ふるさと納税
（岡山県） 後楽園全景

【
寄
附
を
募
集
す
る
事
業
】

◆
岡
山
後
楽
園
二
色
が
岡
景
観
復
元
事
業

　

日
本
三
名
園
の
一
つ
、
岡
山
後
楽
園
内
に

あ
る
「
二
色
が
岡
」
は
、
か
つ
て
は
山
桜
と

楓
が
季
節
ご
と
に
彩
り
を
変
え
る
趣
向
の
林

で
し
た
が
、
現
在
は
杉
が
中
心
の
林
と
な
っ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
出
身
者
や
勤
務
経
験
等
の
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
他
、
岡
山
県
を
応
援
す
る
方
な
ど
入
会
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
会
申
込
が
で
き
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
千
円
で
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品

等
の
情
報
提
供
や
、
会
員
名
簿
の
配
布
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信（
会
員
以
外
も
Ｏ
Ｋ
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
等

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
（
変
更
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
E

‒

m
a
i
l
ア
ド
レ
ス
を
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

〒
１
０
２‒

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２‒

６‒

３

　
　
　
　
　

都
道
府
県
会
館
10
階

　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
３

Ｅ
メ
ー
ル
：tokenjinkai@

pref.okayam
a.jp

◇◇◇ 吉備クラブ通信 ◇◇◇☆☆☆ 女性部だより ☆☆☆

　吉備クラブは、岡山県出身の各界で活躍されている
先輩方と若い世代の交流の場として開催しています。
　去る令和４年７月19日（火）、第45回吉備クラブを
開催したところ、約50名の参加がありました。新型
コロナ感染防止のためご参加の皆様には、まず、会場
で食事をとっていただき、講演の部、交流の部に分け
て実施しました。
　講演の部では、岡田　憲明氏（（株）源吉兆庵ホー
ルディングス　代表取締役社長）を講師にお招きし、
「グループ概要とブランド戦略について」と題して、
お話しいただきました。和菓子で人を笑顔にする・・・
素晴らしい理念のもと、感銘を受ける内容でした。
　続いて交流の部では、マスク着用の上、名刺交換と
共に歓談の時間を過ごしていただきました。ご参加い
ただいた会員の皆様、ありがとうございました。
　次回は令和４年11月頃の開催に向け、準備を進め
てまいります。詳細が決まり次第、改めて御案内させ
ていただきます。皆様のお越しをお待ちしております。

　東京岡山県人会女性部は、平成18年に発足した岡
山が大好きな女性の集まりです。
　総会・交流会、輝く女性に学ぶセミナー、故郷岡山
旅行、東京湾ナイトクルーズのクリスマス会・納会と、
年間を通じて様々なイベントを実施しています。
　５月24日（火）総会・交流会をアンテナショップ
にて開催したところ、27名の参加がありました。総
会では令和３年度の事業報告、令和４年度の活動計画
（案）等の議案が承認、続いて、参加者が一人ずつ自
己紹介しながら交流を図りました。
　また、岡山旅行（高梁市）を７月２日（土）、３日（日）
の日程で開催したところ、９名の参加がありました。
　ボンネットバスでの市内観光、宿泊先のラフォーレ
吹屋にて「備中坂本節披露会」、吹屋日本遺産認定につ

《 令和４年度の活動計画 》
イベント名 日　程

総会・交流会 ５月24日（終了）

岡山旅行 ７月2～３日（終了）

クリスマス会・納会 12月（予定）

セミナー 日程調整中

総会・交流会 岡山旅行　（高梁地域の皆さんと共に）

岡山旅行　吹屋ボンネットバス 岡山旅行　旧吹屋小学校前

小長会長　挨拶 交流の様子

講師　岡田氏

いての講義、吹屋名所
の見学等々、大いに高
梁を満喫してきました。
　今後のイベントにおい
ても、皆さまのご参加を
お待ちしております。

☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

8月20日（土） ＶＳ　横浜ＦＣ ニッパツ三ツ沢球技場 （神奈川県横浜市）

8月28日（日） ＶＳ　ザスパクサツ群馬 正田醤油スタジアム群馬 （群馬県前橋市）

10月9日（日） ＶＳ　ヴァンフォーレ甲府 JITリサイクルインク スタジアム （山梨県甲府市）

10月23日（日） ＶＳ　東京ヴェルディ 味の素スタジアム （東京都調布市）

☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

９月11日（日） ＶＳ　琉球アスティーダ 大田区総合体育館 （東京都大田区）

9月23日（金・祝） ＶＳ　T.T彩たま 浦和駒場体育館 （埼玉県さいたま市）

9月24日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 アリーナ立川立飛 （東京都立川市）

10月22日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 カルッツ川崎 （神奈川県川崎市）

☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

11月4日（金）、5日（土） ＶＳ　湘南ユナイテッドBC 秩父宮記念体育館 （神奈川県藤沢市）

11月19日（土）、20日（日） ＶＳ　しながわシティバスケットボールクラブ 品川区立戸越体育館 （東京都品川区）

◇◇◇ 山田方谷　ＮＨＫ大河ドラマ化に関するご報告 ◇◇◇
　令和６（2024）年のＮＨＫ大河ドラマは「紫式部」を主人公とした平
安時代の物語に決まり「山田方谷」2024年の大河ドラマ化は、見送られ
ましたが、直木賞作家の澤田瞳子さん執筆による、『山田方谷』をテーマ
にした小説が令和５年（2023年）の初めから山陽新聞朝刊で連載される
ことが決まりました。

　この連載によって、方谷さんをさらに多くの方に知ってもらえる機会が増え、高梁市をは
じめとする関係団体は今後も、大河ドラマ化の旗を降ろさず、活動を続けていくそうです。
　引き続き応援しましょう。

●岡山の白桃　大好評販売中です
　くだもの王国おかやまを代表する白桃は今が真っ盛り！
　１階ショップではその時期に収穫された旬の品種を販売
しているほか、毎年大好評をいただいている白桃スムージー
が今年も登場！濃厚な蒜山ジャージーソフトを載せた白桃
スムージーフロートもおすすめです。
　２階のレストラン「ももてなし家」では、贅沢に白桃をま
るまる一個使用した特製パフェや白桃スイーツをご提供中。
　暑～い夏を、フレッシュ＆ジューシーな岡山白桃で水分と
涼をとって元気に乗り切りましょう！
●くだものもお酒も！「とっとり・おかやま新橋館公式オ
ンラインショップ」
　オンラインショップでは、今が旬の白桃はもちろん、白桃・
ぶどうのフルーツセットもご用意しています。ご自分へのご
褒美に、大切な方への贈り物にいかがでしょうか。
　また、今年から酒類の販売を開始しました。岡山が誇る
酒造好適米「雄町」を使ったお酒をはじめ、地ビールなど
も豊富に取り揃えています。

　ますます充実するオンラインショップをぜひ
ともチェックしてみてください！
●岡山県産マダコフェア開催
　ももてなし家では、ご当地食材で岡山を感じて、食べて、
楽しめる特製メニューを提供しています。今年の夏は、マダコ！
「タコは一年のうち美味しくない時期は3日しかない！」
　と言われるほど、いつでもよく獲れておいしく食べられる
タコ。中でも7～8月は「産卵前」のため、特に美味しくな
るんです♪
　ももてなし家の特製レシピでさらに美味しく仕上げたマダ
コ、ぜひご賞味ください！
●おかげさまでもうすぐ８周年を迎えます
　８周年を記念して今年も周年祭を開催予定です。この
数年コロナ禍もあり人を呼び込むイベントは控えていました
が、今年は「あんなこと」や「こんなこと」を企画中。
　詳細が決まり次第、当館のホームページや県人会のメー
ルマガジン等でご案内しますので、ご確認をお願いいたし
ます！

とっとり・おかやま新橋館情報

オンラインショップ
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小
さ
な
町
に
も

キ
ラ
リ
と
光
る
返
礼
品

里
庄
町

　

里
庄
町
は
、
岡
山
県
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
人
口
約
１
・

１
万
人
、
12
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
。

　

い
く
つ
か
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
里
庄
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
フ
ロ
イ
デ
」
大
ホ
ー
ル

で
の
「
ピ
ア
ノ
演
奏
体
験
」
で
す
。
1
0
1
2
人
収
容
の
ホ
ー

ル
で
、９
時
か
ら
17
時
ま
で
の
間
の
２
時
間
を
貸
し
切
り
、た
っ

ぷ
り
弾
き
放
題
で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
持
参
の
楽
器
と
合
奏
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
音
響

や
照
明
等
に
つ
い
て
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分
で
一
度
体
験
し
て
み

三
献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

勝
央
町

世
界
で
一
つ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

美
咲
町
で
。

美
咲
町

　

岡
山
県
の
中
央
に
位
置
す
る
美
咲
町
。
日
本
の
原
風
景
と

呼
び
た
く
な
る
、
美
し
い
棚
田
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で

す
。
そ
ん
な
美
咲
町
に
あ
る
の
が
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
手
作
り
ペ
ン
工
房
「
里
山
の
木
工
房
真
空
（
ま

そ
ら
）」
で
す
。
世
界
の
銘
木
を
使
い
、
西
村
博
文
さ
ん
が
作

る
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
が
、
一
つ
一
つ
木
目
が

異
な
る
た
め
、
個
性
溢
れ
る
作
品
と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
使
い
続
け
る
と
経
年
変
化
に
よ
っ
て
木
の
奥
深
い

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

AKASEの商品フリーズドライの味噌汁

勝央町の返礼品
はこちらから

美咲町の返礼品
はこちらから

里庄町の返礼品
はこちらから

冑
を
使
用
し
、
日
本
の
有
名
な
武
将
の
中
か
ら
お
好
み
の
武

将
の
鎧
甲
冑
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
せ
ん
か
？

　

他
に
も
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
無
垢
材
を
用
い
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
マ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ル
」
を
は
じ
め
と
す
る
家
具

の
製
造
・
販
売
を
行
う
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ｅ
株
式
会
社
の
木
工
製

品
や
ソ
フ
ァ
等
、
ま
た
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
味
噌
汁
で

有
名
な
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食

品
株
式
会
社
岡
山
工
場
の
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
商
品
も
あ
り
、

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
町
に
も
キ
ラ
リ
と

光
る
返
礼
品
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
里
庄
町
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

勝
央
町
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
で
、
本
格

的
な
鎧
甲
冑
を
身

に
ま
と
い
、
人
生
の

大
き
な
勝
負
の
時
に

は
自
ら
の
退
路
を
断

ち
、
敵
に
打
ち
勝
ち

喜
ぶ
！
戦
国
武
将
の

大
将
と
な
っ
て
、
三

献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

三
献
の
儀
（
さ

ん
こ
ん
の
ぎ
）
と
は
、

戦
国
時
代
の
出
陣

式
に
お
い
て
必
勝
祈

（
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

伊
達
政
宗
、
上
杉
謙
信
、
石
田
三
成
、

黒
田
官
兵
衛
、
真
田
幸
村
、
徳
川
家
康

な
ど
）

味
が
出
ま
す
の
で
、
一

生
を
通
じ
て
自
分
だ
け

の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を

楽
し
め
る
点
も
魅
力
で

す
。
お
子
様
や
お
孫
さ

ん
の
入
学
祝
い
や
就
職

祝
い
、
お
じ
い
様
や
お

ば
あ
様
へ
の
長
寿
祝
い

や
お
誕
生
日
、
敬
老
の

日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
も
最
適
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
地
元
農
家

の
方
々
に
よ
っ
て
大
切

に
育
て
ら
れ
た
特
産
物
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
を

は
じ
め
、「
つ
な
ぐ
棚

田
遺
産
」
に
も
選
ば
れ

た
、
大
垪
和
西
や
小
山

の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た

願
と
し
て
、
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
で
す
。

　

打
ち
あ
わ
び
、
か
ち
栗
、
昆
布
の
三
品
と
盃
に
三
度
に
分
け

て
酒
を
注
が
れ
三
度
に
分
け
て
飲
み
干
す
こ
と
で
、
敵
に
「
一

に
打
ち
鮑
（
打
ち
）、二
に
勝
栗
（
勝
ち
）、三
に
昆
布
（
喜
ぶ
）」

と
い
う
勝
利
の
願
掛
け
と
な
り
「
敵
に
打
ち
、
勝
ち
、
喜
ぶ
！
」

と
気
合
を
入
れ
て
勝
鬨
を
上
げ
自
ら
の
退
路
を
断
つ
こ
と
で

「
勝
負
に
勝
つ
」と
い
う
縁
起
が
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
日
本
古
来
の
勝
ち
に
由
縁
す
る
儀
式
を
「
勝
ち
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
4
つ
の
「
勝
」
が
重
な
る
、「
勝
田
郡
勝

央
町
勝
間
田
の
勝
間
田
神
社
」
で
御
祈
祷
を
受
け
て
か
ら
執

り
行
い
ま
す
。

　

鎧
甲
冑
は
、
大
河
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
で
も
使
わ
れ
た
鎧
甲

お
米
な
ど
、
地
場
特
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

美
咲
町
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
本
最
古
の
庶
民
学
校
で

唱
え
る
論
語

備
前
市

勇
壮
な
和
気
の
響
き
を
届
け
ま
す
！

和
気
町

　

和
気
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
清
麻
呂
太
鼓
」
は
、
昭
和

56
年
に
和
気
町
出
身
の
偉
人
和
気
清
麻
呂
公
の
功
績
を
称
え
、

発
足
し
ま
し
た
。
結
成
以
来
41
年
、
和
気
清
麻
呂
公
の
顕
彰

山
陽
新
聞　

朝
刊
定
期
購
読

早
島
町

　

早
島
町
に
は
、
最
新
鋭
輪
転
機
を
備
え
た
印
刷
工
場
「
さ

ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
（
2
0
1
8
・
5
〜
稼
働
開
始
）」
が
あ
り
、

皆
さ
ま
お
馴
染
み
「
山
陽
新
聞
」
の
印
刷
拠
点
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
併
設
の
学
習
・
見
学

施
設
は
、
翌
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
将
来
を
担
う
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
陽
新
聞
の
定
期
購
読
が
、
返
礼
品
に
登
場
し
ま

し
た
。

　

本
返
礼
品
は
次
の
２
種
か
ら
選
択
可
能
で
す
。

朝
刊
定
期
購
読
（
３
カ
月
）：
３
５
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

朝
刊
定
期
購
読
（
６
カ
月
）：
７
０
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

〈
お
届
け
対
象
エ
リ
ア
〉

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
新
聞
を
お
届
け
で
き
る
の
は
、
次
の
エ
リ

ア
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
に
な
り
ま
す
。

岡
山
県　

全
域

広
島
県　

広
島
市
中
区
・
南
区
・
西
区
／
福
山
市
／

府
中
市
／
尾
道
市
／
三
原
市
／
東
城
町
／

神
石
高
原
町

香
川
県　

直
島
町
／
櫃
石
島

〈
注
意
事
項
〉

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

清麻呂太鼓人気No.1 返礼品ローストビーフ

旧閑谷学校講堂

和気町の返礼品
はこちらから

早島町の返礼品
はこちらから

論語体験論語かるた

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
和
気
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
は
、

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
希
望

す
る
会
場
（
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭

り
・
結
婚
式
・
学
校
行
事
な
ど
）

で
「
清
麻
呂
太
鼓
」
が
演
奏

を
行
い
ま
す
。「
清
麻
呂
太
鼓
」

で
な
け
れ
ば
出
す
こ
と
の
で
き

な
い
和
気
町
の
風
土
、
活
気
を

勇
壮
な
音
色
、
響
き
に
の
せ
て

（
0
8
6
9
-9
3
-1
1
2
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
、
和
気
町
で
は
、
ブ

ド
ウ
や
桃
を
は
じ
め
と
し
た
フ

ル
ー
ツ
、
牛
肉
な
ど
の
人
気
の

返
礼
品
か
ら
こ
い
の
ぼ
り
や
乗

馬
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
運

行
管
理
者
コ
ー
ス
受
講
チ
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
返
礼

品
ま
で
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。

が
出
品
す
る
事
業
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
清

麻
呂
の
郷
「
和
気
町
」
の
ふ
る
さ
と
町
民

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

購
読
開
始
は
入
金
確
認
後

の
翌
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。
一
部
の
エ
リ
ア
を
除
き

毎
日
、
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
２
〜

３
日
遅
れ
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
届
け
日
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
ま
さ
に
他
に
例
を
み

な
い
学
び
の
場
、
そ
れ
が
閑
谷
学
校
で
す
。

　

鏡
の
よ
う
に
輝
く
講
堂
の
床
に
座
り
、

木
々
の
さ
さ
や
き
、
谷
を
わ
た
り
閑
か
に
流

れ
る
風
を
感
じ
つ
つ
論
語
を
唱
え
る
。

　

さ
て
、
時
は

寛
文
10
年
、
今

か
ら
約
3
5
0

年
前
。
学
問
好

き
の
岡
山
城
主

池
田
光
政
の
命

を
受
け
閑
谷
の

地
に
他
に
例
を

み
な
い
手
間
隙

か
け
た
質
と
ス

ケ
ー
ル
の
閑
谷

学
校
が
開
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の

封
建
社
会
に
お

い
て
だ
れ
で
も

　

こ
の
学
び
の
精
神
を
現
代
の
我
々
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
教
育
の
ま
ち
備
前
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　『
氏
曰
く
徳
は
弧
な
ら
ず
、
必
ず
隣
あ
り
』

や
人
生
の
道
し
る
べ
と
し
て
心
に
深
く
き
ざ

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
お
越

し
い
た
だ
く
の
が
難
し
い
方
は
、
気
軽
に
学

べ
る『
論
語
か
る
た
』も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
雑
踏
を
抜
け
出
し
、
学
生
時
代
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
自
分
の
心
の
奥
底
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
体
験
、
必
ず

お
届
け
し
ま
す
。

※
年
間
２
公
演
限
定
で
す
。
寄
附
と
は
別
に
交
通
費
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
寄
附
の
前
に
清
麻
呂
太
鼓
事
務
局

届
け
は
発

刊
日
の
翌

日
以
降
に

な
り
ま
す
。

白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
桃
鯛

岡
山
市

　

岡
山
県
産
白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
岡
山
版
「
フ
ル
ー
ツ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
場
!!

　

白
桃
の
皮
な
ど
を
飼
料
と
し
て
与
え
ら
れ
た
養
殖
真
鯛

「
桃
鯛
」
は
、
桃
の
豊
富
な
栄
養
効
果
で
、
身
の
色
も
美
し
く
、

上
品
で
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
な
が
ら
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
天

然
鯛
に
全
く
引
け
を
取
ら
な
い
養
殖
鯛
と
し
て
、
岡
山
の
料

理
店
や
お
寿
司
屋
さ
ん
な
ど
で
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
２
㎏
程
の
大
き
な
サ
イ
ズ
。
活
締
め
し
て
、

最
高
鮮
度
の
ま
ま
職
人
達
が
１
匹
ず
つ
丁
寧
に
手
お
ろ
し
し
、

部
位
ご
と
に
真
空
パ
ッ
ク
。
ウ
ロ
コ
や
骨
を
取
り
除
い
て
い

る
た
め
、
刺
身
や
煮
付
け
な
ど
に
手
軽
に
料
理
で
き
て
便
利

で
す
。
ま
た
最
新
技
術
で
急
速
冷
凍
し
て
い
る
た
め
、
お
い

し
さ
そ
の
ま
ま
で
、
ま
る
で
生
の
ま
ま
の
よ
う
な
食
感
が
楽

し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
人
気
の
桃
鯛
を
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
き
、
食
卓
で
岡
山
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
原
鉄
道
「
鉄て
つ

道ど
う

車し
ゃ

両り
ょ
う

制せ
い

輪り
ん

子し

」

井
原
市

お
墓
参
り
＆
お
墓
掃
除

代
行
サ
ー
ビ
ス

津
山
市

　

墓
地
が
遠
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
お
墓
の
掃
除
、

お
墓
参
り
に
な
か
な
か
行
け
な
い
方
に
代
わ
り
、
岡
山
県
津

山
市
の
お
墓
掃
除
、
お
墓
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

　

実
際
に
使
用
さ
れ
た
車
両
制
輪
子
で
、
ブ
レ
ー
キ
の
役
割

を
果
た
し
、
鉄
道
車
両
を
安
全
に
確
実
に
停
止
さ
せ
る
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
通
常
は
鉄
道
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
限
定
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
運

行
の
基
幹
と
な
る
車
両
の
制
動
部
品
は
重
厚
な
つ
く
り
で
、
そ

の
存
在
感
に
き
っ
と
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
他
に
井
原
鉄
道
「
鉄
道
車
両
運
転
体
験
」(

車
両
基
地
内
2

時
間
コ
ー
ス
）
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

井
原
鉄
道
は
、
総
社
市
と
広
島
県
福
山
市
を
結
ぶ
41
・
7

㎞
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
平
成
11
年
1
月
11
日
の
11
時
11
分
に
一

番
列
車
の
出
発
式
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
通
勤
・
通
学
の
足

と
し
て
、
ま
た
、
観
光
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の

車
両
に
加
え
、
レ
ト
ロ
で
味
わ
い
の
あ
る
「
夢
や
す
ら
ぎ
号
」

や
大
原
美
術
館
の
作
品
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
ア
ー
ト
列
車
」、

岡
山
県
の
美
し
い
星
空
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
「
ス
タ
ー
ト

レ
イ
ン
」
と
い
っ
た
個
性
豊
か
な
車
両
が
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
な
か
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
人
会
の
皆
さ
ま
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
な

お墓参り＆お墓掃除
代行サービス

【内容量】
桃鯛 １匹分（冷凍）            
（内訳）背身・腹身（皮無し）・頭（カマ付き）
各2パック　計６パック入り
【寄附額】２万1000 円

木
馬
等
の
職
人
の
逸
品

も
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
連
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
さ

と
ふ
る
、ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
、
楽
天
ふ
る
さ
と

納
税
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ

と
納
税
）

■
注
意
事
項

　

お
墓
１
基
（
大
き
さ
の
目
安
は
棹
石
幅
約
33
㎝
、
３
重
台

上
下
蓮
華
ま
で
）
墓
地
の
広
さ
４
㎡
、
島
し
ょ
部
除
く
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
入
山
不
可
の
墓
地
な
ど
、
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、御
寄
附
前
に
必
ず
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
：
株
式
会
社　

東
洋
石
材
工
芸
社

電
話
：
０
８
６
８
‒３
１
‒３
３
３
３

　

こ
の
他
に
も
津
山
市
で
は
、
干
し
肉
や
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん

等
の
独
自
の
牛
肉
食
品
や
、
贈
答
品
に
も
適
し
た
ネ
ク
タ
イ
、

作
業
完
了
後
、
写
真
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
お
線
香
、ロ
ー
ソ
ク
、季
節
の
お
花
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
が
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

お
墓
ま
わ
り
の
雑
草
を
取
り
、

線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
か
す
等
の
汚
れ

を
と
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
お
墓
を
柔
ら
か
い
ス

ポ
ン
ジ
を
使
い
専
用
の
洗
剤
で

磨
き
、
噴
霧
器
を
使
っ
て
洗
浄
し
、

ふ
き
取
り
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

岡山市の返礼品
はこちらから

井原市の返礼品
はこちらから

詳細はこちら

か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
制
輪
子
や

運
転
手
気
分
が
味
わ
え

る
運
転
体
験
を
ぜ
ひ
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
帰
省
や
観
光

の
際
に
は
、
井
原
鉄
道

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
の

ん
び
り
と
し
た
心
地
の
い

い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

岡山県人会報-42.indd   2岡山県人会報-42.indd   2 2022/08/16   11:452022/08/16   11:45



2022年8月10日　東京岡山県人会　会報　第42号 2022年8月10日　東京岡山県人会　会報　第42号 2022年8月10日　東京岡山県人会　会報　第42号

小
さ
な
町
に
も

キ
ラ
リ
と
光
る
返
礼
品

里
庄
町

　

里
庄
町
は
、
岡
山
県
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
人
口
約
１
・

１
万
人
、
12
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
。

　

い
く
つ
か
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
里
庄
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
フ
ロ
イ
デ
」
大
ホ
ー
ル

で
の
「
ピ
ア
ノ
演
奏
体
験
」
で
す
。
1
0
1
2
人
収
容
の
ホ
ー

ル
で
、９
時
か
ら
17
時
ま
で
の
間
の
２
時
間
を
貸
し
切
り
、た
っ

ぷ
り
弾
き
放
題
で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
持
参
の
楽
器
と
合
奏
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
音
響

や
照
明
等
に
つ
い
て
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分
で
一
度
体
験
し
て
み

三
献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

勝
央
町

世
界
で
一
つ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

美
咲
町
で
。

美
咲
町

　

岡
山
県
の
中
央
に
位
置
す
る
美
咲
町
。
日
本
の
原
風
景
と

呼
び
た
く
な
る
、
美
し
い
棚
田
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で

す
。
そ
ん
な
美
咲
町
に
あ
る
の
が
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
手
作
り
ペ
ン
工
房
「
里
山
の
木
工
房
真
空
（
ま

そ
ら
）」
で
す
。
世
界
の
銘
木
を
使
い
、
西
村
博
文
さ
ん
が
作

る
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
が
、
一
つ
一
つ
木
目
が

異
な
る
た
め
、
個
性
溢
れ
る
作
品
と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
使
い
続
け
る
と
経
年
変
化
に
よ
っ
て
木
の
奥
深
い

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

AKASEの商品フリーズドライの味噌汁

勝央町の返礼品
はこちらから

美咲町の返礼品
はこちらから

里庄町の返礼品
はこちらから

冑
を
使
用
し
、
日
本
の
有
名
な
武
将
の
中
か
ら
お
好
み
の
武

将
の
鎧
甲
冑
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
せ
ん
か
？

　

他
に
も
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
無
垢
材
を
用
い
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
マ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ル
」
を
は
じ
め
と
す
る
家
具

の
製
造
・
販
売
を
行
う
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ｅ
株
式
会
社
の
木
工
製

品
や
ソ
フ
ァ
等
、
ま
た
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
味
噌
汁
で

有
名
な
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食

品
株
式
会
社
岡
山
工
場
の
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
商
品
も
あ
り
、

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
町
に
も
キ
ラ
リ
と

光
る
返
礼
品
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
里
庄
町
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

勝
央
町
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
で
、
本
格

的
な
鎧
甲
冑
を
身

に
ま
と
い
、
人
生
の

大
き
な
勝
負
の
時
に

は
自
ら
の
退
路
を
断

ち
、
敵
に
打
ち
勝
ち

喜
ぶ
！
戦
国
武
将
の

大
将
と
な
っ
て
、
三

献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

三
献
の
儀
（
さ

ん
こ
ん
の
ぎ
）
と
は
、

戦
国
時
代
の
出
陣

式
に
お
い
て
必
勝
祈

（
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

伊
達
政
宗
、
上
杉
謙
信
、
石
田
三
成
、

黒
田
官
兵
衛
、
真
田
幸
村
、
徳
川
家
康

な
ど
）

味
が
出
ま
す
の
で
、
一

生
を
通
じ
て
自
分
だ
け

の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を

楽
し
め
る
点
も
魅
力
で

す
。
お
子
様
や
お
孫
さ

ん
の
入
学
祝
い
や
就
職

祝
い
、
お
じ
い
様
や
お

ば
あ
様
へ
の
長
寿
祝
い

や
お
誕
生
日
、
敬
老
の

日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
も
最
適
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
地
元
農
家

の
方
々
に
よ
っ
て
大
切

に
育
て
ら
れ
た
特
産
物
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
を

は
じ
め
、「
つ
な
ぐ
棚

田
遺
産
」
に
も
選
ば
れ

た
、
大
垪
和
西
や
小
山

の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た

願
と
し
て
、
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
で
す
。

　

打
ち
あ
わ
び
、
か
ち
栗
、
昆
布
の
三
品
と
盃
に
三
度
に
分
け

て
酒
を
注
が
れ
三
度
に
分
け
て
飲
み
干
す
こ
と
で
、
敵
に
「
一

に
打
ち
鮑
（
打
ち
）、二
に
勝
栗
（
勝
ち
）、三
に
昆
布
（
喜
ぶ
）」

と
い
う
勝
利
の
願
掛
け
と
な
り
「
敵
に
打
ち
、
勝
ち
、
喜
ぶ
！
」

と
気
合
を
入
れ
て
勝
鬨
を
上
げ
自
ら
の
退
路
を
断
つ
こ
と
で

「
勝
負
に
勝
つ
」と
い
う
縁
起
が
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
日
本
古
来
の
勝
ち
に
由
縁
す
る
儀
式
を
「
勝
ち
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
4
つ
の
「
勝
」
が
重
な
る
、「
勝
田
郡
勝

央
町
勝
間
田
の
勝
間
田
神
社
」
で
御
祈
祷
を
受
け
て
か
ら
執

り
行
い
ま
す
。

　

鎧
甲
冑
は
、
大
河
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
で
も
使
わ
れ
た
鎧
甲

お
米
な
ど
、
地
場
特
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

美
咲
町
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
本
最
古
の
庶
民
学
校
で

唱
え
る
論
語

備
前
市

勇
壮
な
和
気
の
響
き
を
届
け
ま
す
！

和
気
町

　

和
気
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
清
麻
呂
太
鼓
」
は
、
昭
和

56
年
に
和
気
町
出
身
の
偉
人
和
気
清
麻
呂
公
の
功
績
を
称
え
、

発
足
し
ま
し
た
。
結
成
以
来
41
年
、
和
気
清
麻
呂
公
の
顕
彰

山
陽
新
聞　

朝
刊
定
期
購
読

早
島
町

　

早
島
町
に
は
、
最
新
鋭
輪
転
機
を
備
え
た
印
刷
工
場
「
さ

ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
（
2
0
1
8
・
5
〜
稼
働
開
始
）」
が
あ
り
、

皆
さ
ま
お
馴
染
み
「
山
陽
新
聞
」
の
印
刷
拠
点
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
併
設
の
学
習
・
見
学

施
設
は
、
翌
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
将
来
を
担
う
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
陽
新
聞
の
定
期
購
読
が
、
返
礼
品
に
登
場
し
ま

し
た
。

　

本
返
礼
品
は
次
の
２
種
か
ら
選
択
可
能
で
す
。

朝
刊
定
期
購
読
（
３
カ
月
）：
３
５
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

朝
刊
定
期
購
読
（
６
カ
月
）：
７
０
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

〈
お
届
け
対
象
エ
リ
ア
〉

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
新
聞
を
お
届
け
で
き
る
の
は
、
次
の
エ
リ

ア
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
に
な
り
ま
す
。

岡
山
県　

全
域

広
島
県　

広
島
市
中
区
・
南
区
・
西
区
／
福
山
市
／

府
中
市
／
尾
道
市
／
三
原
市
／
東
城
町
／

神
石
高
原
町

香
川
県　

直
島
町
／
櫃
石
島

〈
注
意
事
項
〉

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

清麻呂太鼓人気No.1 返礼品ローストビーフ

旧閑谷学校講堂

和気町の返礼品
はこちらから

早島町の返礼品
はこちらから

論語体験論語かるた

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
和
気
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
は
、

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
希
望

す
る
会
場
（
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭

り
・
結
婚
式
・
学
校
行
事
な
ど
）

で
「
清
麻
呂
太
鼓
」
が
演
奏

を
行
い
ま
す
。「
清
麻
呂
太
鼓
」

で
な
け
れ
ば
出
す
こ
と
の
で
き

な
い
和
気
町
の
風
土
、
活
気
を

勇
壮
な
音
色
、
響
き
に
の
せ
て

（
0
8
6
9
-9
3
-1
1
2
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
、
和
気
町
で
は
、
ブ

ド
ウ
や
桃
を
は
じ
め
と
し
た
フ

ル
ー
ツ
、
牛
肉
な
ど
の
人
気
の

返
礼
品
か
ら
こ
い
の
ぼ
り
や
乗

馬
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
運

行
管
理
者
コ
ー
ス
受
講
チ
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
返
礼

品
ま
で
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。

が
出
品
す
る
事
業
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
清

麻
呂
の
郷
「
和
気
町
」
の
ふ
る
さ
と
町
民

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

購
読
開
始
は
入
金
確
認
後

の
翌
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。
一
部
の
エ
リ
ア
を
除
き

毎
日
、
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
２
〜

３
日
遅
れ
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
届
け
日
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
ま
さ
に
他
に
例
を
み

な
い
学
び
の
場
、
そ
れ
が
閑
谷
学
校
で
す
。

　

鏡
の
よ
う
に
輝
く
講
堂
の
床
に
座
り
、

木
々
の
さ
さ
や
き
、
谷
を
わ
た
り
閑
か
に
流

れ
る
風
を
感
じ
つ
つ
論
語
を
唱
え
る
。

　

さ
て
、
時
は

寛
文
10
年
、
今

か
ら
約
3
5
0

年
前
。
学
問
好

き
の
岡
山
城
主

池
田
光
政
の
命

を
受
け
閑
谷
の

地
に
他
に
例
を

み
な
い
手
間
隙

か
け
た
質
と
ス

ケ
ー
ル
の
閑
谷

学
校
が
開
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の

封
建
社
会
に
お

い
て
だ
れ
で
も

　

こ
の
学
び
の
精
神
を
現
代
の
我
々
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
教
育
の
ま
ち
備
前
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　『
氏
曰
く
徳
は
弧
な
ら
ず
、
必
ず
隣
あ
り
』

や
人
生
の
道
し
る
べ
と
し
て
心
に
深
く
き
ざ

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
お
越

し
い
た
だ
く
の
が
難
し
い
方
は
、
気
軽
に
学

べ
る『
論
語
か
る
た
』も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
雑
踏
を
抜
け
出
し
、
学
生
時
代
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
自
分
の
心
の
奥
底
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
体
験
、
必
ず

お
届
け
し
ま
す
。

※
年
間
２
公
演
限
定
で
す
。
寄
附
と
は
別
に
交
通
費
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
寄
附
の
前
に
清
麻
呂
太
鼓
事
務
局

届
け
は
発

刊
日
の
翌

日
以
降
に

な
り
ま
す
。

白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
桃
鯛

岡
山
市

　

岡
山
県
産
白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
岡
山
版
「
フ
ル
ー
ツ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
場
!!

　

白
桃
の
皮
な
ど
を
飼
料
と
し
て
与
え
ら
れ
た
養
殖
真
鯛

「
桃
鯛
」
は
、
桃
の
豊
富
な
栄
養
効
果
で
、
身
の
色
も
美
し
く
、

上
品
で
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
な
が
ら
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
天

然
鯛
に
全
く
引
け
を
取
ら
な
い
養
殖
鯛
と
し
て
、
岡
山
の
料

理
店
や
お
寿
司
屋
さ
ん
な
ど
で
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
２
㎏
程
の
大
き
な
サ
イ
ズ
。
活
締
め
し
て
、

最
高
鮮
度
の
ま
ま
職
人
達
が
１
匹
ず
つ
丁
寧
に
手
お
ろ
し
し
、

部
位
ご
と
に
真
空
パ
ッ
ク
。
ウ
ロ
コ
や
骨
を
取
り
除
い
て
い

る
た
め
、
刺
身
や
煮
付
け
な
ど
に
手
軽
に
料
理
で
き
て
便
利

で
す
。
ま
た
最
新
技
術
で
急
速
冷
凍
し
て
い
る
た
め
、
お
い

し
さ
そ
の
ま
ま
で
、
ま
る
で
生
の
ま
ま
の
よ
う
な
食
感
が
楽

し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
人
気
の
桃
鯛
を
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
き
、
食
卓
で
岡
山
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
原
鉄
道
「
鉄て
つ

道ど
う

車し
ゃ

両り
ょ
う

制せ
い

輪り
ん

子し

」

井
原
市

お
墓
参
り
＆
お
墓
掃
除

代
行
サ
ー
ビ
ス

津
山
市

　

墓
地
が
遠
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
お
墓
の
掃
除
、

お
墓
参
り
に
な
か
な
か
行
け
な
い
方
に
代
わ
り
、
岡
山
県
津

山
市
の
お
墓
掃
除
、
お
墓
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

　

実
際
に
使
用
さ
れ
た
車
両
制
輪
子
で
、
ブ
レ
ー
キ
の
役
割

を
果
た
し
、
鉄
道
車
両
を
安
全
に
確
実
に
停
止
さ
せ
る
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
通
常
は
鉄
道
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
限
定
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
運

行
の
基
幹
と
な
る
車
両
の
制
動
部
品
は
重
厚
な
つ
く
り
で
、
そ

の
存
在
感
に
き
っ
と
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
他
に
井
原
鉄
道
「
鉄
道
車
両
運
転
体
験
」(

車
両
基
地
内
2

時
間
コ
ー
ス
）
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

井
原
鉄
道
は
、
総
社
市
と
広
島
県
福
山
市
を
結
ぶ
41
・
7

㎞
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
平
成
11
年
1
月
11
日
の
11
時
11
分
に
一

番
列
車
の
出
発
式
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
通
勤
・
通
学
の
足

と
し
て
、
ま
た
、
観
光
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の

車
両
に
加
え
、
レ
ト
ロ
で
味
わ
い
の
あ
る
「
夢
や
す
ら
ぎ
号
」

や
大
原
美
術
館
の
作
品
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
ア
ー
ト
列
車
」、

岡
山
県
の
美
し
い
星
空
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
「
ス
タ
ー
ト

レ
イ
ン
」
と
い
っ
た
個
性
豊
か
な
車
両
が
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
な
か
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
人
会
の
皆
さ
ま
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
な

お墓参り＆お墓掃除
代行サービス

【内容量】
桃鯛 １匹分（冷凍）            
（内訳）背身・腹身（皮無し）・頭（カマ付き）
各2パック　計６パック入り
【寄附額】２万1000 円

木
馬
等
の
職
人
の
逸
品

も
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
連
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
さ

と
ふ
る
、ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
、
楽
天
ふ
る
さ
と

納
税
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ

と
納
税
）

■
注
意
事
項

　

お
墓
１
基
（
大
き
さ
の
目
安
は
棹
石
幅
約
33
㎝
、
３
重
台

上
下
蓮
華
ま
で
）
墓
地
の
広
さ
４
㎡
、
島
し
ょ
部
除
く
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
入
山
不
可
の
墓
地
な
ど
、
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、御
寄
附
前
に
必
ず
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
：
株
式
会
社　

東
洋
石
材
工
芸
社

電
話
：
０
８
６
８
‒３
１
‒３
３
３
３

　

こ
の
他
に
も
津
山
市
で
は
、
干
し
肉
や
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん

等
の
独
自
の
牛
肉
食
品
や
、
贈
答
品
に
も
適
し
た
ネ
ク
タ
イ
、

作
業
完
了
後
、
写
真
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
お
線
香
、ロ
ー
ソ
ク
、季
節
の
お
花
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
が
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

お
墓
ま
わ
り
の
雑
草
を
取
り
、

線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
か
す
等
の
汚
れ

を
と
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
お
墓
を
柔
ら
か
い
ス

ポ
ン
ジ
を
使
い
専
用
の
洗
剤
で

磨
き
、
噴
霧
器
を
使
っ
て
洗
浄
し
、

ふ
き
取
り
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

岡山市の返礼品
はこちらから

井原市の返礼品
はこちらから

詳細はこちら

か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
制
輪
子
や

運
転
手
気
分
が
味
わ
え

る
運
転
体
験
を
ぜ
ひ
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
帰
省
や
観
光

の
際
に
は
、
井
原
鉄
道

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
の

ん
び
り
と
し
た
心
地
の
い

い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
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小
さ
な
町
に
も

キ
ラ
リ
と
光
る
返
礼
品

里
庄
町

　

里
庄
町
は
、
岡
山
県
南
西
部
に
位
置
し
て
い
る
人
口
約
１
・

１
万
人
、
12
㎢
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
。

　

い
く
つ
か
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
里
庄
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
フ
ロ
イ
デ
」
大
ホ
ー
ル

で
の
「
ピ
ア
ノ
演
奏
体
験
」
で
す
。
1
0
1
2
人
収
容
の
ホ
ー

ル
で
、９
時
か
ら
17
時
ま
で
の
間
の
２
時
間
を
貸
し
切
り
、た
っ

ぷ
り
弾
き
放
題
で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
持
参
の
楽
器
と
合
奏
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
音
響

や
照
明
等
に
つ
い
て
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分
で
一
度
体
験
し
て
み

三
献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

勝
央
町

世
界
で
一
つ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

美
咲
町
で
。

美
咲
町

　

岡
山
県
の
中
央
に
位
置
す
る
美
咲
町
。
日
本
の
原
風
景
と

呼
び
た
く
な
る
、
美
し
い
棚
田
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
町
で

す
。
そ
ん
な
美
咲
町
に
あ
る
の
が
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た

こ
と
の
あ
る
手
作
り
ペ
ン
工
房
「
里
山
の
木
工
房
真
空
（
ま

そ
ら
）」
で
す
。
世
界
の
銘
木
を
使
い
、
西
村
博
文
さ
ん
が
作

る
世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
が
、
一
つ
一
つ
木
目
が

異
な
る
た
め
、
個
性
溢
れ
る
作
品
と
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
使
い
続
け
る
と
経
年
変
化
に
よ
っ
て
木
の
奥
深
い

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

AKASEの商品フリーズドライの味噌汁

勝央町の返礼品
はこちらから

美咲町の返礼品
はこちらから

里庄町の返礼品
はこちらから

冑
を
使
用
し
、
日
本
の
有
名
な
武
将
の
中
か
ら
お
好
み
の
武

将
の
鎧
甲
冑
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
せ
ん
か
？

　

他
に
も
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
無
垢
材
を
用
い
た
自
社
ブ

ラ
ン
ド
「
マ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ル
」
を
は
じ
め
と
す
る
家
具

の
製
造
・
販
売
を
行
う
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｓ
Ｅ
株
式
会
社
の
木
工
製

品
や
ソ
フ
ァ
等
、
ま
た
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
味
噌
汁
で

有
名
な
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
食

品
株
式
会
社
岡
山
工
場
の
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
商
品
も
あ
り
、

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
町
に
も
キ
ラ
リ
と

光
る
返
礼
品
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
里
庄
町
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

勝
央
町
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
で
、
本
格

的
な
鎧
甲
冑
を
身

に
ま
と
い
、
人
生
の

大
き
な
勝
負
の
時
に

は
自
ら
の
退
路
を
断

ち
、
敵
に
打
ち
勝
ち

喜
ぶ
！
戦
国
武
将
の

大
将
と
な
っ
て
、
三

献
の
儀
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

三
献
の
儀
（
さ

ん
こ
ん
の
ぎ
）
と
は
、

戦
国
時
代
の
出
陣

式
に
お
い
て
必
勝
祈

（
武
田
信
玄
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、

伊
達
政
宗
、
上
杉
謙
信
、
石
田
三
成
、

黒
田
官
兵
衛
、
真
田
幸
村
、
徳
川
家
康

な
ど
）

味
が
出
ま
す
の
で
、
一

生
を
通
じ
て
自
分
だ
け

の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
を

楽
し
め
る
点
も
魅
力
で

す
。
お
子
様
や
お
孫
さ

ん
の
入
学
祝
い
や
就
職

祝
い
、
お
じ
い
様
や
お

ば
あ
様
へ
の
長
寿
祝
い

や
お
誕
生
日
、
敬
老
の

日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
も
最
適
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
地
元
農
家

の
方
々
に
よ
っ
て
大
切

に
育
て
ら
れ
た
特
産
物
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

や
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
を

は
じ
め
、「
つ
な
ぐ
棚

田
遺
産
」
に
も
選
ば
れ

た
、
大
垪
和
西
や
小
山

の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た

願
と
し
て
、
執
り
行
わ
れ
た
儀
式
で
す
。

　

打
ち
あ
わ
び
、
か
ち
栗
、
昆
布
の
三
品
と
盃
に
三
度
に
分
け

て
酒
を
注
が
れ
三
度
に
分
け
て
飲
み
干
す
こ
と
で
、
敵
に
「
一

に
打
ち
鮑
（
打
ち
）、二
に
勝
栗
（
勝
ち
）、三
に
昆
布
（
喜
ぶ
）」

と
い
う
勝
利
の
願
掛
け
と
な
り
「
敵
に
打
ち
、
勝
ち
、
喜
ぶ
！
」

と
気
合
を
入
れ
て
勝
鬨
を
上
げ
自
ら
の
退
路
を
断
つ
こ
と
で

「
勝
負
に
勝
つ
」と
い
う
縁
起
が
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
日
本
古
来
の
勝
ち
に
由
縁
す
る
儀
式
を
「
勝
ち
」

に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
4
つ
の
「
勝
」
が
重
な
る
、「
勝
田
郡
勝

央
町
勝
間
田
の
勝
間
田
神
社
」
で
御
祈
祷
を
受
け
て
か
ら
執

り
行
い
ま
す
。

　

鎧
甲
冑
は
、
大
河
ド
ラ
マ
や
時
代
劇
で
も
使
わ
れ
た
鎧
甲

お
米
な
ど
、
地
場
特
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
お
贈
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

美
咲
町
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
本
最
古
の
庶
民
学
校
で

唱
え
る
論
語

備
前
市

勇
壮
な
和
気
の
響
き
を
届
け
ま
す
！

和
気
町

　

和
気
町
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
清
麻
呂
太
鼓
」
は
、
昭
和

56
年
に
和
気
町
出
身
の
偉
人
和
気
清
麻
呂
公
の
功
績
を
称
え
、

発
足
し
ま
し
た
。
結
成
以
来
41
年
、
和
気
清
麻
呂
公
の
顕
彰

山
陽
新
聞　

朝
刊
定
期
購
読

早
島
町

　

早
島
町
に
は
、
最
新
鋭
輪
転
機
を
備
え
た
印
刷
工
場
「
さ

ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
（
2
0
1
8
・
5
〜
稼
働
開
始
）」
が
あ
り
、

皆
さ
ま
お
馴
染
み
「
山
陽
新
聞
」
の
印
刷
拠
点
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
併
設
の
学
習
・
見
学

施
設
は
、
翌
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
将
来
を
担
う
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
も

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
山
陽
新
聞
の
定
期
購
読
が
、
返
礼
品
に
登
場
し
ま

し
た
。

　

本
返
礼
品
は
次
の
２
種
か
ら
選
択
可
能
で
す
。

朝
刊
定
期
購
読
（
３
カ
月
）：
３
５
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

朝
刊
定
期
購
読
（
６
カ
月
）：
７
０
０
０
０
円
以
上
の
寄
附

〈
お
届
け
対
象
エ
リ
ア
〉

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
新
聞
を
お
届
け
で
き
る
の
は
、
次
の
エ
リ

ア
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
に
な
り
ま
す
。

岡
山
県　

全
域

広
島
県　

広
島
市
中
区
・
南
区
・
西
区
／
福
山
市
／

府
中
市
／
尾
道
市
／
三
原
市
／
東
城
町
／

神
石
高
原
町

香
川
県　

直
島
町
／
櫃
石
島

〈
注
意
事
項
〉

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

清麻呂太鼓人気No.1 返礼品ローストビーフ

旧閑谷学校講堂

和気町の返礼品
はこちらから

早島町の返礼品
はこちらから

論語体験論語かるた

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
和
気
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
は
、

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
の
希
望

す
る
会
場
（
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭

り
・
結
婚
式
・
学
校
行
事
な
ど
）

で
「
清
麻
呂
太
鼓
」
が
演
奏

を
行
い
ま
す
。「
清
麻
呂
太
鼓
」

で
な
け
れ
ば
出
す
こ
と
の
で
き

な
い
和
気
町
の
風
土
、
活
気
を

勇
壮
な
音
色
、
響
き
に
の
せ
て

（
0
8
6
9
-9
3
-1
1
2
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
、
和
気
町
で
は
、
ブ

ド
ウ
や
桃
を
は
じ
め
と
し
た
フ

ル
ー
ツ
、
牛
肉
な
ど
の
人
気
の

返
礼
品
か
ら
こ
い
の
ぼ
り
や
乗

馬
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
の
安
全
運

行
管
理
者
コ
ー
ス
受
講
チ
ケ
ッ

ト
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
返
礼

品
ま
で
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。

が
出
品
す
る
事
業
者
の
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
清

麻
呂
の
郷
「
和
気
町
」
の
ふ
る
さ
と
町
民

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

購
読
開
始
は
入
金
確
認
後

の
翌
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。
一
部
の
エ
リ
ア
を
除
き

毎
日
、
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
２
〜

３
日
遅
れ
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
届
け
日
の
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
ま
さ
に
他
に
例
を
み

な
い
学
び
の
場
、
そ
れ
が
閑
谷
学
校
で
す
。

　

鏡
の
よ
う
に
輝
く
講
堂
の
床
に
座
り
、

木
々
の
さ
さ
や
き
、
谷
を
わ
た
り
閑
か
に
流

れ
る
風
を
感
じ
つ
つ
論
語
を
唱
え
る
。

　

さ
て
、
時
は

寛
文
10
年
、
今

か
ら
約
3
5
0

年
前
。
学
問
好

き
の
岡
山
城
主

池
田
光
政
の
命

を
受
け
閑
谷
の

地
に
他
に
例
を

み
な
い
手
間
隙

か
け
た
質
と
ス

ケ
ー
ル
の
閑
谷

学
校
が
開
学
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の

封
建
社
会
に
お

い
て
だ
れ
で
も

　

こ
の
学
び
の
精
神
を
現
代
の
我
々
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

ぎ
、
教
育
の
ま
ち
備
前
と
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　『
氏
曰
く
徳
は
弧
な
ら
ず
、
必
ず
隣
あ
り
』

や
人
生
の
道
し
る
べ
と
し
て
心
に
深
く
き
ざ

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
お
越

し
い
た
だ
く
の
が
難
し
い
方
は
、
気
軽
に
学

べ
る『
論
語
か
る
た
』も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
雑
踏
を
抜
け
出
し
、
学
生
時
代
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
自
分
の
心
の
奥
底
を
見
つ
め
直
す
貴
重
な
体
験
、
必
ず

お
届
け
し
ま
す
。

※
年
間
２
公
演
限
定
で
す
。
寄
附
と
は
別
に
交
通
費
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
寄
附
の
前
に
清
麻
呂
太
鼓
事
務
局

届
け
は
発

刊
日
の
翌

日
以
降
に

な
り
ま
す
。

白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
桃
鯛

岡
山
市

　

岡
山
県
産
白
桃
を
食
べ
て
育
っ
た
岡
山
版
「
フ
ル
ー
ツ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
登
場
!!

　

白
桃
の
皮
な
ど
を
飼
料
と
し
て
与
え
ら
れ
た
養
殖
真
鯛

「
桃
鯛
」
は
、
桃
の
豊
富
な
栄
養
効
果
で
、
身
の
色
も
美
し
く
、

上
品
で
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
な
が
ら
甘
み
が
あ
り
ま
す
。
天

然
鯛
に
全
く
引
け
を
取
ら
な
い
養
殖
鯛
と
し
て
、
岡
山
の
料

理
店
や
お
寿
司
屋
さ
ん
な
ど
で
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
は
、
２
㎏
程
の
大
き
な
サ
イ
ズ
。
活
締
め
し
て
、

最
高
鮮
度
の
ま
ま
職
人
達
が
１
匹
ず
つ
丁
寧
に
手
お
ろ
し
し
、

部
位
ご
と
に
真
空
パ
ッ
ク
。
ウ
ロ
コ
や
骨
を
取
り
除
い
て
い

る
た
め
、
刺
身
や
煮
付
け
な
ど
に
手
軽
に
料
理
で
き
て
便
利

で
す
。
ま
た
最
新
技
術
で
急
速
冷
凍
し
て
い
る
た
め
、
お
い

し
さ
そ
の
ま
ま
で
、
ま
る
で
生
の
ま
ま
の
よ
う
な
食
感
が
楽

し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
人
気
の
桃
鯛
を
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
き
、
食
卓
で
岡
山
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
原
鉄
道
「
鉄て
つ

道ど
う

車し
ゃ

両り
ょ
う

制せ
い

輪り
ん

子し

」

井
原
市

お
墓
参
り
＆
お
墓
掃
除

代
行
サ
ー
ビ
ス

津
山
市

　

墓
地
が
遠
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
お
墓
の
掃
除
、

お
墓
参
り
に
な
か
な
か
行
け
な
い
方
に
代
わ
り
、
岡
山
県
津

山
市
の
お
墓
掃
除
、
お
墓
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

◆返礼品に注目！◆ ～年々寄付額が増加しています。
　今回個性的な返礼品をいくつか紹介します～

　

実
際
に
使
用
さ
れ
た
車
両
制
輪
子
で
、
ブ
レ
ー
キ
の
役
割

を
果
た
し
、
鉄
道
車
両
を
安
全
に
確
実
に
停
止
さ
せ
る
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
通
常
は
鉄
道
廃
品
と
し
て
処
分
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
限
定
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
運

行
の
基
幹
と
な
る
車
両
の
制
動
部
品
は
重
厚
な
つ
く
り
で
、
そ

の
存
在
感
に
き
っ
と
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ

の
他
に
井
原
鉄
道
「
鉄
道
車
両
運
転
体
験
」(

車
両
基
地
内
2

時
間
コ
ー
ス
）
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

井
原
鉄
道
は
、
総
社
市
と
広
島
県
福
山
市
を
結
ぶ
41
・
7

㎞
の
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
平
成
11
年
1
月
11
日
の
11
時
11
分
に
一

番
列
車
の
出
発
式
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
通
勤
・
通
学
の
足

と
し
て
、
ま
た
、
観
光
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の

車
両
に
加
え
、
レ
ト
ロ
で
味
わ
い
の
あ
る
「
夢
や
す
ら
ぎ
号
」

や
大
原
美
術
館
の
作
品
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
ア
ー
ト
列
車
」、

岡
山
県
の
美
し
い
星
空
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
「
ス
タ
ー
ト

レ
イ
ン
」
と
い
っ
た
個
性
豊
か
な
車
両
が
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
の
な
か
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
人
会
の
皆
さ
ま
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
な

お墓参り＆お墓掃除
代行サービス

【内容量】
桃鯛 １匹分（冷凍）            
（内訳）背身・腹身（皮無し）・頭（カマ付き）
各2パック　計６パック入り
【寄附額】２万1000 円

木
馬
等
の
職
人
の
逸
品

も
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
連
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
さ

と
ふ
る
、ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
、
楽
天
ふ
る
さ
と

納
税
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ふ
る
さ

と
納
税
）

■
注
意
事
項

　

お
墓
１
基
（
大
き
さ
の
目
安
は
棹
石
幅
約
33
㎝
、
３
重
台

上
下
蓮
華
ま
で
）
墓
地
の
広
さ
４
㎡
、
島
し
ょ
部
除
く
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
入
山
不
可
の
墓
地
な
ど
、
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、御
寄
附
前
に
必
ず
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
：
株
式
会
社　

東
洋
石
材
工
芸
社

電
話
：
０
８
６
８
‒３
１
‒３
３
３
３

　

こ
の
他
に
も
津
山
市
で
は
、
干
し
肉
や
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん

等
の
独
自
の
牛
肉
食
品
や
、
贈
答
品
に
も
適
し
た
ネ
ク
タ
イ
、

作
業
完
了
後
、
写
真
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
お
線
香
、ロ
ー
ソ
ク
、季
節
の
お
花
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
が
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

　

お
墓
ま
わ
り
の
雑
草
を
取
り
、

線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
か
す
等
の
汚
れ

を
と
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
お
墓
を
柔
ら
か
い
ス

ポ
ン
ジ
を
使
い
専
用
の
洗
剤
で

磨
き
、
噴
霧
器
を
使
っ
て
洗
浄
し
、

ふ
き
取
り
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

岡山市の返礼品
はこちらから

井原市の返礼品
はこちらから

詳細はこちら

か
な
か
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
制
輪
子
や

運
転
手
気
分
が
味
わ
え

る
運
転
体
験
を
ぜ
ひ
ご

検
討
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
帰
省
や
観
光

の
際
に
は
、
井
原
鉄
道

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
の

ん
び
り
と
し
た
心
地
の
い

い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
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を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
「
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
」
担
い
手
確

保
・
育
成
事
業

　

県
で
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
高
品
質

な
果
物
の
生
産
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。「
三
徳
園
」
で
は
、
こ
の

よ
う
な
農
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
様
々
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

て
い
ま
す
。

　

岡
山
藩
主

池
田
綱
政
公

の
命
に
よ
り

築
庭
さ
れ
た

当
時
の
よ
う

な
、
春
に
は

桜
、
秋
に
は

楓
の
二
色
を

楽
し
め
る
庭

に
復
元
す
る

た
め
の
整
備

た
め
の
事
業
や
地

域
を
元
気
に
す
る

事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

～ふるさと納税特集～
2008年の制度開始から14年。今回の特集は、
読んだら気になる！ 注目の返礼品です。

発行者：東京岡山県人会
〒102-0093

東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館10階
岡山県東京事務所内
TEL 03-5212-9080
FAX 03-5212-9083

﹇
県
庁
税
務
課
﹈

　
「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
、
自
分
の
意
思

で
、
い
く
ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制
度
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
そ
ん
な
問
題
提
起

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す
。

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
附
額
の
う

ち
2
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が

控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
（
一
定
の
上
限
は
あ

り
ま
す
）。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
に
確
定
申
告
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
の
不
要

な
給
与
所
得
者
等
は
、
寄
附
の
自
治
体
数
が

5
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
各
自
治

体
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
が
不
要

　

お
住
ま
い
の
自
治
体
以
外
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
場
合
、
ご
希
望
の
返
礼
品
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
礼
品
の
調
達
費
は
、

寄
附
額
の
３
割
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
次
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

お
か
や
ま
元
気
コ
ー
ス
（
返
礼
品
な
し
）

２　

お
か
や
ま
魅
力
コ
ー
ス
（
県
外
の
方
の
申
込

の
み
返
礼
品
あ
り
）

３　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
助
け

合
い
寄
附
金
（
返
礼
品
な
し
）

﹇
県
庁
地
方
創
生
推
進
室
﹈

　

岡
山
県
外
に
本
社
が
あ
る
企
業
が
、
岡
山
県

の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
10
万
円

以
上
の
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
最
大
約
9
割
の

税
負
担
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

T
E
L
：
0
8
6
-2
2
6
-7
0
8
6

【
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
】

社
会
貢
献
に
よ
る
企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
）

に
な
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
」
で
も
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇◇◇ 令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いについて ◇◇◇
令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いを下記の日程で実施する予定でございます。

記
日　時：令和４年９月２日（金）　18:00～ 20:00
場　所：ザ・キャピトルホテル東急
※政府・都等から行動制限が出されるなど、今後の新型コロナの状況により延期等となる場合があります。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

地
方
創
生
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

ふ
る
さ
と
納
税

（
個
人
が
寄
付
を
し
た
場
合
）

ふるさと納税
（岡山県）

企業版ふるさと納税
（岡山県） 後楽園全景

【
寄
附
を
募
集
す
る
事
業
】

◆
岡
山
後
楽
園
二
色
が
岡
景
観
復
元
事
業

　

日
本
三
名
園
の
一
つ
、
岡
山
後
楽
園
内
に

あ
る
「
二
色
が
岡
」
は
、
か
つ
て
は
山
桜
と

楓
が
季
節
ご
と
に
彩
り
を
変
え
る
趣
向
の
林

で
し
た
が
、
現
在
は
杉
が
中
心
の
林
と
な
っ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
出
身
者
や
勤
務
経
験
等
の
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
他
、
岡
山
県
を
応
援
す
る
方
な
ど
入
会
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
会
申
込
が
で
き
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
千
円
で
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品

等
の
情
報
提
供
や
、
会
員
名
簿
の
配
布
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信（
会
員
以
外
も
Ｏ
Ｋ
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
等

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
（
変
更
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
E

‒

m
a
i
l
ア
ド
レ
ス
を
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

〒
１
０
２‒

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２‒

６‒

３

　
　
　
　
　

都
道
府
県
会
館
10
階

　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
３

Ｅ
メ
ー
ル
：tokenjinkai@

pref.okayam
a.jp

◇◇◇ 吉備クラブ通信 ◇◇◇☆☆☆ 女性部だより ☆☆☆

　吉備クラブは、岡山県出身の各界で活躍されている
先輩方と若い世代の交流の場として開催しています。
　去る令和４年７月19日（火）、第45回吉備クラブを
開催したところ、約50名の参加がありました。新型
コロナ感染防止のためご参加の皆様には、まず、会場
で食事をとっていただき、講演の部、交流の部に分け
て実施しました。
　講演の部では、岡田　憲明氏（（株）源吉兆庵ホー
ルディングス　代表取締役社長）を講師にお招きし、
「グループ概要とブランド戦略について」と題して、
お話しいただきました。和菓子で人を笑顔にする・・・
素晴らしい理念のもと、感銘を受ける内容でした。
　続いて交流の部では、マスク着用の上、名刺交換と
共に歓談の時間を過ごしていただきました。ご参加い
ただいた会員の皆様、ありがとうございました。
　次回は令和４年11月頃の開催に向け、準備を進め
てまいります。詳細が決まり次第、改めて御案内させ
ていただきます。皆様のお越しをお待ちしております。

　東京岡山県人会女性部は、平成18年に発足した岡
山が大好きな女性の集まりです。
　総会・交流会、輝く女性に学ぶセミナー、故郷岡山
旅行、東京湾ナイトクルーズのクリスマス会・納会と、
年間を通じて様々なイベントを実施しています。
　５月24日（火）総会・交流会をアンテナショップ
にて開催したところ、27名の参加がありました。総
会では令和３年度の事業報告、令和４年度の活動計画
（案）等の議案が承認、続いて、参加者が一人ずつ自
己紹介しながら交流を図りました。
　また、岡山旅行（高梁市）を７月２日（土）、３日（日）
の日程で開催したところ、９名の参加がありました。
　ボンネットバスでの市内観光、宿泊先のラフォーレ
吹屋にて「備中坂本節披露会」、吹屋日本遺産認定につ

《 令和４年度の活動計画 》
イベント名 日　程

総会・交流会 ５月24日（終了）

岡山旅行 ７月2～３日（終了）

クリスマス会・納会 12月（予定）

セミナー 日程調整中

総会・交流会 岡山旅行　（高梁地域の皆さんと共に）

岡山旅行　吹屋ボンネットバス 岡山旅行　旧吹屋小学校前

小長会長　挨拶 交流の様子

講師　岡田氏

いての講義、吹屋名所
の見学等々、大いに高
梁を満喫してきました。
　今後のイベントにおい
ても、皆さまのご参加を
お待ちしております。

☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

8月20日（土） ＶＳ　横浜ＦＣ ニッパツ三ツ沢球技場 （神奈川県横浜市）

8月28日（日） ＶＳ　ザスパクサツ群馬 正田醤油スタジアム群馬 （群馬県前橋市）

10月9日（日） ＶＳ　ヴァンフォーレ甲府 JITリサイクルインク スタジアム （山梨県甲府市）

10月23日（日） ＶＳ　東京ヴェルディ 味の素スタジアム （東京都調布市）

☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

９月11日（日） ＶＳ　琉球アスティーダ 大田区総合体育館 （東京都大田区）

9月23日（金・祝） ＶＳ　T.T彩たま 浦和駒場体育館 （埼玉県さいたま市）

9月24日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 アリーナ立川立飛 （東京都立川市）

10月22日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 カルッツ川崎 （神奈川県川崎市）

☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

11月4日（金）、5日（土） ＶＳ　湘南ユナイテッドBC 秩父宮記念体育館 （神奈川県藤沢市）

11月19日（土）、20日（日） ＶＳ　しながわシティバスケットボールクラブ 品川区立戸越体育館 （東京都品川区）

◇◇◇ 山田方谷　ＮＨＫ大河ドラマ化に関するご報告 ◇◇◇
　令和６（2024）年のＮＨＫ大河ドラマは「紫式部」を主人公とした平
安時代の物語に決まり「山田方谷」2024年の大河ドラマ化は、見送られ
ましたが、直木賞作家の澤田瞳子さん執筆による、『山田方谷』をテーマ
にした小説が令和５年（2023年）の初めから山陽新聞朝刊で連載される
ことが決まりました。

　この連載によって、方谷さんをさらに多くの方に知ってもらえる機会が増え、高梁市をは
じめとする関係団体は今後も、大河ドラマ化の旗を降ろさず、活動を続けていくそうです。
　引き続き応援しましょう。

●岡山の白桃　大好評販売中です
　くだもの王国おかやまを代表する白桃は今が真っ盛り！
　１階ショップではその時期に収穫された旬の品種を販売
しているほか、毎年大好評をいただいている白桃スムージー
が今年も登場！濃厚な蒜山ジャージーソフトを載せた白桃
スムージーフロートもおすすめです。
　２階のレストラン「ももてなし家」では、贅沢に白桃をま
るまる一個使用した特製パフェや白桃スイーツをご提供中。
　暑～い夏を、フレッシュ＆ジューシーな岡山白桃で水分と
涼をとって元気に乗り切りましょう！
●くだものもお酒も！「とっとり・おかやま新橋館公式オ
ンラインショップ」
　オンラインショップでは、今が旬の白桃はもちろん、白桃・
ぶどうのフルーツセットもご用意しています。ご自分へのご
褒美に、大切な方への贈り物にいかがでしょうか。
　また、今年から酒類の販売を開始しました。岡山が誇る
酒造好適米「雄町」を使ったお酒をはじめ、地ビールなど
も豊富に取り揃えています。

　ますます充実するオンラインショップをぜひ
ともチェックしてみてください！
●岡山県産マダコフェア開催
　ももてなし家では、ご当地食材で岡山を感じて、食べて、
楽しめる特製メニューを提供しています。今年の夏は、マダコ！
「タコは一年のうち美味しくない時期は3日しかない！」
　と言われるほど、いつでもよく獲れておいしく食べられる
タコ。中でも7～8月は「産卵前」のため、特に美味しくな
るんです♪
　ももてなし家の特製レシピでさらに美味しく仕上げたマダ
コ、ぜひご賞味ください！
●おかげさまでもうすぐ８周年を迎えます
　８周年を記念して今年も周年祭を開催予定です。この
数年コロナ禍もあり人を呼び込むイベントは控えていました
が、今年は「あんなこと」や「こんなこと」を企画中。
　詳細が決まり次第、当館のホームページや県人会のメー
ルマガジン等でご案内しますので、ご確認をお願いいたし
ます！

とっとり・おかやま新橋館情報

オンラインショップ
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を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
「
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
」
担
い
手
確

保
・
育
成
事
業

　

県
で
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
高
品
質

な
果
物
の
生
産
や
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。「
三
徳
園
」
で
は
、
こ
の

よ
う
な
農
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
様
々
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

て
い
ま
す
。

　

岡
山
藩
主

池
田
綱
政
公

の
命
に
よ
り

築
庭
さ
れ
た

当
時
の
よ
う

な
、
春
に
は

桜
、
秋
に
は

楓
の
二
色
を

楽
し
め
る
庭

に
復
元
す
る

た
め
の
整
備

た
め
の
事
業
や
地

域
を
元
気
に
す
る

事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

～ふるさと納税特集～
2008年の制度開始から14年。今回の特集は、
読んだら気になる！ 注目の返礼品です。

発行者：東京岡山県人会
〒102-0093

東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館10階
岡山県東京事務所内
TEL 03-5212-9080
FAX 03-5212-9083

﹇
県
庁
税
務
課
﹈

　
「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
に
、
自
分
の
意
思

で
、
い
く
ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制
度
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
そ
ん
な
問
題
提
起

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す
。

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
附
額
の
う

ち
2
0
0
0
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
と
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が

控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
（
一
定
の
上
限
は
あ

り
ま
す
）。
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
っ
た
翌
年
に
確
定
申
告
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
の
不
要

な
給
与
所
得
者
等
は
、
寄
附
の
自
治
体
数
が

5
団
体
以
内
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
各
自
治

体
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
が
不
要

　

お
住
ま
い
の
自
治
体
以
外
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
場
合
、
ご
希
望
の
返
礼
品
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
礼
品
の
調
達
費
は
、

寄
附
額
の
３
割
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
次
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
皆

様
か
ら
の
温
か
い
ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１　

お
か
や
ま
元
気
コ
ー
ス
（
返
礼
品
な
し
）

２　

お
か
や
ま
魅
力
コ
ー
ス
（
県
外
の
方
の
申
込

の
み
返
礼
品
あ
り
）

３　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
助
け

合
い
寄
附
金
（
返
礼
品
な
し
）

﹇
県
庁
地
方
創
生
推
進
室
﹈

　

岡
山
県
外
に
本
社
が
あ
る
企
業
が
、
岡
山
県

の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
10
万
円

以
上
の
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
最
大
約
9
割
の

税
負
担
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

T
E
L
：
0
8
6
-2
2
6
-7
0
8
6

【
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
】

社
会
貢
献
に
よ
る
企
業
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
）

に
な
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
」
で
も
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇◇◇ 令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いについて ◇◇◇
令和4年度の東京岡山県人会総会・岡山県人の集いを下記の日程で実施する予定でございます。

記
日　時：令和４年９月２日（金）　18:00～ 20:00
場　所：ザ・キャピトルホテル東急
※政府・都等から行動制限が出されるなど、今後の新型コロナの状況により延期等となる場合があります。

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
で

地
方
創
生
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

ふ
る
さ
と
納
税

（
個
人
が
寄
付
を
し
た
場
合
）

ふるさと納税
（岡山県）

企業版ふるさと納税
（岡山県） 後楽園全景

【
寄
附
を
募
集
す
る
事
業
】

◆
岡
山
後
楽
園
二
色
が
岡
景
観
復
元
事
業

　

日
本
三
名
園
の
一
つ
、
岡
山
後
楽
園
内
に

あ
る
「
二
色
が
岡
」
は
、
か
つ
て
は
山
桜
と

楓
が
季
節
ご
と
に
彩
り
を
変
え
る
趣
向
の
林

で
し
た
が
、
現
在
は
杉
が
中
心
の
林
と
な
っ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、
新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
出
身
者
や
勤
務
経
験
等
の
ゆ
か
り
の
あ

る
方
の
他
、
岡
山
県
を
応
援
す
る
方
な
ど
入
会
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
会
申
込
が
で
き
ま
す
。

　

年
会
費
は
２
千
円
で
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品

等
の
情
報
提
供
や
、
会
員
名
簿
の
配
布
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、

必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信（
会
員
以
外
も
Ｏ
Ｋ
）

　

ふ
る
さ
と
岡
山
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
等

を
配
信
し
て
い
ま
す
。
登
録
（
変
更
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
E

‒

m
a
i
l
ア
ド
レ
ス
を
、
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

〒
１
０
２‒

０
０
９
３

　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２‒

６‒

３

　
　
　
　
　

都
道
府
県
会
館
10
階

　

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

　

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３‒

５
２
１
２‒

９
０
８
３

Ｅ
メ
ー
ル
：tokenjinkai@

pref.okayam
a.jp

◇◇◇ 吉備クラブ通信 ◇◇◇☆☆☆ 女性部だより ☆☆☆

　吉備クラブは、岡山県出身の各界で活躍されている
先輩方と若い世代の交流の場として開催しています。
　去る令和４年７月19日（火）、第45回吉備クラブを
開催したところ、約50名の参加がありました。新型
コロナ感染防止のためご参加の皆様には、まず、会場
で食事をとっていただき、講演の部、交流の部に分け
て実施しました。
　講演の部では、岡田　憲明氏（（株）源吉兆庵ホー
ルディングス　代表取締役社長）を講師にお招きし、
「グループ概要とブランド戦略について」と題して、
お話しいただきました。和菓子で人を笑顔にする・・・
素晴らしい理念のもと、感銘を受ける内容でした。
　続いて交流の部では、マスク着用の上、名刺交換と
共に歓談の時間を過ごしていただきました。ご参加い
ただいた会員の皆様、ありがとうございました。
　次回は令和４年11月頃の開催に向け、準備を進め
てまいります。詳細が決まり次第、改めて御案内させ
ていただきます。皆様のお越しをお待ちしております。

　東京岡山県人会女性部は、平成18年に発足した岡
山が大好きな女性の集まりです。
　総会・交流会、輝く女性に学ぶセミナー、故郷岡山
旅行、東京湾ナイトクルーズのクリスマス会・納会と、
年間を通じて様々なイベントを実施しています。
　５月24日（火）総会・交流会をアンテナショップ
にて開催したところ、27名の参加がありました。総
会では令和３年度の事業報告、令和４年度の活動計画
（案）等の議案が承認、続いて、参加者が一人ずつ自
己紹介しながら交流を図りました。
　また、岡山旅行（高梁市）を７月２日（土）、３日（日）
の日程で開催したところ、９名の参加がありました。
　ボンネットバスでの市内観光、宿泊先のラフォーレ
吹屋にて「備中坂本節披露会」、吹屋日本遺産認定につ

《 令和４年度の活動計画 》
イベント名 日　程

総会・交流会 ５月24日（終了）

岡山旅行 ７月2～３日（終了）

クリスマス会・納会 12月（予定）

セミナー 日程調整中

総会・交流会 岡山旅行　（高梁地域の皆さんと共に）

岡山旅行　吹屋ボンネットバス 岡山旅行　旧吹屋小学校前

小長会長　挨拶 交流の様子

講師　岡田氏

いての講義、吹屋名所
の見学等々、大いに高
梁を満喫してきました。
　今後のイベントにおい
ても、皆さまのご参加を
お待ちしております。

☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆☆　ファジアーノ岡山（Ｊ２リーグ2022） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

8月20日（土） ＶＳ　横浜ＦＣ ニッパツ三ツ沢球技場 （神奈川県横浜市）

8月28日（日） ＶＳ　ザスパクサツ群馬 正田醤油スタジアム群馬 （群馬県前橋市）

10月9日（日） ＶＳ　ヴァンフォーレ甲府 JITリサイクルインク スタジアム （山梨県甲府市）

10月23日（日） ＶＳ　東京ヴェルディ 味の素スタジアム （東京都調布市）

☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　岡山リベッツ（Tリーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

９月11日（日） ＶＳ　琉球アスティーダ 大田区総合体育館 （東京都大田区）

9月23日（金・祝） ＶＳ　T.T彩たま 浦和駒場体育館 （埼玉県さいたま市）

9月24日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 アリーナ立川立飛 （東京都立川市）

10月22日（土） ＶＳ　木下マイスター東京 カルッツ川崎 （神奈川県川崎市）

☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆☆　トライフープ岡山（B3リーグ2022-2023） 　首都圏での試合日程　☆
開 催 日 名　　称 場　　所

11月4日（金）、5日（土） ＶＳ　湘南ユナイテッドBC 秩父宮記念体育館 （神奈川県藤沢市）

11月19日（土）、20日（日） ＶＳ　しながわシティバスケットボールクラブ 品川区立戸越体育館 （東京都品川区）

◇◇◇ 山田方谷　ＮＨＫ大河ドラマ化に関するご報告 ◇◇◇
　令和６（2024）年のＮＨＫ大河ドラマは「紫式部」を主人公とした平
安時代の物語に決まり「山田方谷」2024年の大河ドラマ化は、見送られ
ましたが、直木賞作家の澤田瞳子さん執筆による、『山田方谷』をテーマ
にした小説が令和５年（2023年）の初めから山陽新聞朝刊で連載される
ことが決まりました。

　この連載によって、方谷さんをさらに多くの方に知ってもらえる機会が増え、高梁市をは
じめとする関係団体は今後も、大河ドラマ化の旗を降ろさず、活動を続けていくそうです。
　引き続き応援しましょう。

●岡山の白桃　大好評販売中です
　くだもの王国おかやまを代表する白桃は今が真っ盛り！
　１階ショップではその時期に収穫された旬の品種を販売
しているほか、毎年大好評をいただいている白桃スムージー
が今年も登場！濃厚な蒜山ジャージーソフトを載せた白桃
スムージーフロートもおすすめです。
　２階のレストラン「ももてなし家」では、贅沢に白桃をま
るまる一個使用した特製パフェや白桃スイーツをご提供中。
　暑～い夏を、フレッシュ＆ジューシーな岡山白桃で水分と
涼をとって元気に乗り切りましょう！
●くだものもお酒も！「とっとり・おかやま新橋館公式オ
ンラインショップ」
　オンラインショップでは、今が旬の白桃はもちろん、白桃・
ぶどうのフルーツセットもご用意しています。ご自分へのご
褒美に、大切な方への贈り物にいかがでしょうか。
　また、今年から酒類の販売を開始しました。岡山が誇る
酒造好適米「雄町」を使ったお酒をはじめ、地ビールなど
も豊富に取り揃えています。

　ますます充実するオンラインショップをぜひ
ともチェックしてみてください！
●岡山県産マダコフェア開催
　ももてなし家では、ご当地食材で岡山を感じて、食べて、
楽しめる特製メニューを提供しています。今年の夏は、マダコ！
「タコは一年のうち美味しくない時期は3日しかない！」
　と言われるほど、いつでもよく獲れておいしく食べられる
タコ。中でも7～8月は「産卵前」のため、特に美味しくな
るんです♪
　ももてなし家の特製レシピでさらに美味しく仕上げたマダ
コ、ぜひご賞味ください！
●おかげさまでもうすぐ８周年を迎えます
　８周年を記念して今年も周年祭を開催予定です。この
数年コロナ禍もあり人を呼び込むイベントは控えていました
が、今年は「あんなこと」や「こんなこと」を企画中。
　詳細が決まり次第、当館のホームページや県人会のメー
ルマガジン等でご案内しますので、ご確認をお願いいたし
ます！

とっとり・おかやま新橋館情報

オンラインショップ
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